
近畿大学建築学部・賛八会共催 第１１回 建築学部 設計コンペティション ２０２５
「ペーパーハニカムボードの茶室」 審査結果 発表

◼最優秀賞（１作品）＜副賞 図書券５万円分＞

「市中の木漏れ日」（作品１５） 
大学院１年 保井 啓志（ﾔｽｲ ﾋﾛｼ）

◼優秀賞・特別賞 賛八会賞（１作品）＜副賞 図書券３万円分＞

「むすび、ほどける ～人の目線が交差する場～」 （作品４）  
２年生 松本 明莉（ﾏﾂﾓﾄ ｱｶﾘ） ２年生 上手 優月（ｶﾐﾃ ﾕﾂﾞｷ）  

２年生 高田 和華（ﾀｶﾀ ﾜｶ） ２年生 片山 未那（ｶﾀﾔﾏ ﾐﾅ）

◼優秀賞（２作品）＜副賞 図書券１万円分＞ 

「旅する茶室」（作品１１） 「重なり交わる」（作品１３）  

大学院１年 横田 大河（ﾖｺﾀ ﾀｲｶﾞ） 大学院１年 田中 碧乃（ﾀﾅｶ ﾀﾏﾉ）
大学院１年 来田 拓哉（ｷﾀ ﾀｸﾔ）

◼佳作（３作品）

「シカク」 （作品９） 「風景想起」 （作品１０）  「揺らぎの間」 （作品１４）   

３年生 古谷 駿虎（ﾌﾙﾀﾆ ﾊﾔﾄ）  ４年生 須川 陽斗(ｽｶﾞﾜ ﾊﾙﾄ)  大学院１年 小園 智大（ｵｿﾞﾉ ﾄﾓﾋﾛ）

３年生 北野 蒼一郎（ｷﾀﾉ ｿｳｲﾁﾛｳ）   大学院１年 桂田 優飛（ｶﾂﾗﾀﾞ ﾕｳﾋ）  
３年生 古谷 隆晟（ﾌﾙﾔ ﾘｭｳｾｲ）

◼入選（８作品）

「HEXATALK」（作品１）    「風に鳴く茶室 〜視覚的重さ・非視覚的軽さ〜」（作品２） 「対話のあと ーおわったあとに、はじまるあとー 」 （作品３）
１年生 上田 紗礼（ｳｴﾀﾞ ｻｱﾔ）  ２年生 渡邉 秀弥(ﾜﾀﾅﾍﾞ ｼｭｳﾔ)                  ２年生 瀬藤 真由（ｾﾄｳ ﾏﾕ）  

「楔座 Kusabi - Za」 （作品５）   「～キョリのかたち～」（作品６）      「座る前のひと手間」（作品７）   

３年生 梶谷 魁生（ｶｼﾞﾀﾆ ｶｲｾｲ） ３年生 瀧上 亜希子（ﾀｷｶﾞﾐ ｱｷｺ）  ３年生 廣藤 陽輝（ﾋﾛﾌｼﾞ ﾊﾙｷ）  

３年生 小田 航（ｵﾀﾞ ﾜﾀﾙ） ３年生 北野 菜々美（ｷﾀﾉ ﾅﾅﾐ）                 ３年生  横尾 芽依（ﾖｺｵ ﾒｲ）  
３年生 大谷 隼叶（ｵｵﾀﾆ ﾊﾔﾄ）                                                                      ３年生  南 心結（ﾐﾅﾐ ｼﾕｳ）

「世界を写す茶室」（作品１２） 「ずれたモジュールの中で 」 （作品１６）

大学院１年 藤本 美優（ﾌｼﾞﾓﾄ ﾐﾕｳ）    大学院１年 シュレスタ・ナヤナ  

※副賞は賛八会（さんはち会・建築学部同窓会卒業生部会）より贈呈。
以上  

審査会は２０２６年１月３１日
（土）に、作者を匿名とした上
で行われました。

特別賞（賛八会賞）は最優秀
賞以外の作品から、賛八会
役員の方々の総意で決定さ
れました。

応募作品数は１７作品でした。

ご応募、ご協力ありがとう
ございました。

 

審査過程報告

入賞、佳作、入選の応募者のみなさん

表彰式に参加をお願いします

日時：０２／０４（水）１８：３０ー（１時間程度）
場所：３３号館 デザインコモンズ

 

表彰式の開催

　茶室は、古来より「市中の山居」と呼ばれ、都市にありながらも
俗世から距離をとるための装置であった。
　本計画では、その山居を「木漏れ日」という自然現象に重ね合わ
せる。木々に遮られ、均質化されない光は、時間の流れと静けさを
空間に滲ませる。本茶室内は、組み上げたペーパーハニカムボード
により、柔らかく分節した光が満ちている。市中にいながらも、山
中に身を置くかのような静けさと精神的な安らぎを感じる。浮世の
自分とは別の精神状態で過ごすことができる。
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１種類のみの部材で構成している
工場のマシンカットにより大量加工することが可能なので
施工は組み立てるだけで良い

構造と接合

組立図

２段目以上の部材はそれぞれ２つ以上の部材で支えることで
構造の安定化を図っている
互いに切り込みを入れて嚙み合わせることで、別の接合材を
用いずとも強固な接合ができる

N

多層壁によって反射した光や、不均一な大小様々な光の粒が満ちている空間で過ごす

平面図　S=1/50

賛八会：

建築学部同窓会卒業生部会

 


